
活動報告 

団 体 名 とちぎボランティアネットワーク 

活 動 名 栃木県内の災害時中間支援業務および宇都宮の民間ボラセンの運営 

活動期間 2019年 10月 13日～2020年 4月 1日 

活動の成果 

情報共有会議の運営、Facebookグループと HPの運営、各被災地の NPO・企

業・社協等とのネットワーク形成、炊き出し、民間団体連合体としての復興ボラ

センの運営（住宅相談・法律相談・子供食堂の開催）を行いました。 

全体的にボランティアの数が足りず、運営を行う主体がみな「できることをや

れる範囲で」と消極的な姿勢になってしまったことや、県域での災害救援活動を

進めるための連携体制づくりには課題があると感じました。 

寄付者への 

メッセージ 

台風 19号では東日本全体に広域な被害が発生しました。その中で栃木県での活

動にもご寄付を頂けたことは、感謝しています。 

栃木県の被害は報道されづらく、認識も高まらない状況を感じております。また

このところ災害が続いており、寄付をしてくださる皆様も疲弊しておられるので

はないかと思いますが、この助成金があったことで、ボランティア・NPOの活

動が活発になったと思います。 

「困った時はお互い様」を肝に銘じ、今後の全国での災害でも当方から救援活動

を行いたいと思います。 

 


